
 

学校通信 

学校生活における大切なお知らせです 

 

2016 年 7 月 20 日発行 第 159 号 (毎月１回発行) 

  

 

 

●今月のメッセージ               P2～P3 

 

●今月のトピック                P4 

 

●スケジュール(7/21～10/3)          P5 

 

●教務からのお知らせ              P6～P10                              

 

●進路支援からのお知らせ             P11～P14                    
 

●生徒支援からのお知らせ            P15～P16 

 

●学習支援からのお知らせ            P17 

 

●事務室からのお知らせ             P18～P19 

                                   

●今月の聖句                  P20 

 

＜同封物＞ 

●特別活動「校外芸術・映画鑑賞」のご案内＜全員＞ 

●YMCA 学院高等学校「４つのクラス説明会」のご案内・後期登録希望調査＜全員＞ 

●特別活動「チャリティーラン 2016」のご案内＜全員＞ 

●「第２２回 大阪 YMCA インターナショナル・チャリティーラン 2016」のご案内＜全員＞ 

●大阪 YMCA「安全の日について」のお手紙＜全員＞ 

●「大阪青年７・８月号」＜全員＞ 

●「健康診断書の提出について」のお手紙＜対象者のみ＞ 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ（Facebook）」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 

 

●前期「筆記式テスト」：8/24（水）、25（木）、26（金）、29（月） 

●前期「課題式テスト」締切：8/29（月）17 時（当日郵便消印有効） 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/
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ＹＭＣＡ学院高等学校の次年度構想と新校舎への移転について 

 
 

先月 3回の「次年度構想と新校舎への移転」説明会が終わりました。お忙しい中、ご参加いただきました 

皆様には感謝申し上げます。 

さて、昨年度からYMCA 学院高校では今まで以上に生徒や保護者の声に聴くことに努力して参りました。その

結果、今年度は４つの新しいクラスと学習に不安をもっていた生徒のために「学び直し」の授業を導入いたしまし

た。参加している生徒からは「変われた」「前の学校で止まっていた学習を再開することができた」「勉強しなくて

はならないという気持ちが出来た」「学校に週５で来るようになって生活が良くなった」や「クラスが楽しく学校が

楽しみ」といった言葉を聞かせていただいています。このような生徒の声がもっと増えるよう私たちは努力したい

と考えています。 

今後指導要領が変わります。今までの知識偏重型から脱却し、主体性、人間性、思考力、表現力等そういった 

ものを重視し、アクティブラーニングを通して人間性を豊かに、生徒の成長を促すような学びを深める方針になり

ました。これは、すでにキリスト教主義教育の学校であり、なおかつ総合学科の YMCA学院高校が大切にして 

きたことです。次年度からはこれらをより具体的にし、授業は少人数クラスを中心にして今まで以上にきめ細かな 

対応により、教員と生徒の関わりを大切にしてまいります。また IT の導入をはかり、情報ルームの活用やプロジェ

クタ―などを利用していきたいと考えております。そしてマルチメディアの利用や、生徒がプレゼンテーションを

するなどにも使いたいと考えています。それには我々もより一層努力する必要があり、このことにしっかり取り 

組みたいと思っています。 

新校舎は距離としては天王寺より1駅北へ乗っていただきますので、南方面から通っている生徒、なかには 

何度も足を運び、検討をしてここに決めてくれた生徒には申し訳なく思います。ただ上記にあげたように学習環境

としては良くなっていくことや、地理的にも文教地区で駅からも近く、学校まで一本道で人の少ない広い歩道を 

利用することから、慣れていただけることと願っております。また2016年 6月以前に入学した生徒には 1年次

生には次年度、次次年度、二年次生には次年度については差額の交通費をお支払いする予定です。 

体育及びウエルネスクラスの一部は現在の校舎で行う予定をしており、往来はマイクロバスも予定しております。

それ以外に体育に苦手感があるような生徒が、楽しみながらできるような教室体育の可能性も考えていきたいと 

思っています。現在YMCAの日本語学校が使っております新校舎は２００２年度築で、現校舎（1989年築） 

より新しく、特にトイレはすべてウォッシュレットになっており快適です。教室に入りにくい生徒のスペースなど

も作っていく予定で、少しでも生徒たちに良い環境を提供し、誰もが「ここで自信がついた」「やりたいことが 

見つかった」と言えることができ確かな進路に繋がる学校にしたいと存じます。 

次年度は、毎日通いたいけれども自信がないといった新入生を対象に、週最大5 日の通学型（Y チャレンジ）

コースを開設いたします。一人ひとりの生徒の学びを確かにし、応援したいと思っています。 

どうぞご理解とご協力よろしくお願い申し上げます。 

 
（副校長 鍛治田千文） 

 

 

 

（副校長 鍛治田千文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のメッセージ 

 

――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に 3 年以上在学すること。 

② 74 単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を 3 単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に 30 時間以上参加すること。 

（『2016 年度版 学務の手引き』より抜粋） 
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今月のトピック 
 

 

＜４つのクラス＞ 
前期、４つのクラスが終了しました。 
スタート当初とは違い、それぞれの表情がイキイキし自信がついたように感じます。 

同じ興味・関心を持つメンバーとの出会いが、学年を超えての少人数でのクラスが、お互いに刺激し合い、 
密度の濃い時間を作り出し、予期しないたくさんの化学反応を起こしたのだと思います。 
「生活のリズムをつけたい」「同じ志を持った友達がほしい」「自分の興味関心を広げたい、深めたい」 
「これからの進路に向けて準備したい」「今の自分を変えたい」と思っている人は是非、後期登録をおすすめ 
します。後期も４つのクラスをよりよいものにする為に、前期の子どもたちの声を反映し、改善していきます。 
 

【前期を終えてのクラスの声】 

 

[ウエルネス] 

・クラスのみんなでスポーツをしたり喋ったりするのがおもしろかったし、楽しかったです！ 

・みんなにいっぱい元気をもらいました！ 

・最初はみんなと全然うまく話せなくてどうしようと思っていたけど今は、自然と会話ができてとっても 

うれしくてたのしくて･･･ありがとうございました！だいすきです！！！ 
 

 

 

 

 

 

 

[グローバル] 

・ネイティブの先生との英会話の時間が楽しかった！ 

・１つの物事に対して、人によって色々な感じ方があって、意見があって、それを聞くことが楽しかった。 

・広い視野で物事を考えれるようになりました！ 

・もっともっと英会話や国際交流する機会があればうれしいです。 

※７月２２日（金）１３時より、留学生とグローバルクラスとで天王寺ねり歩きをします！ 

 

 
 

 

 

 

 

[アドバンスト] 

・毎日学校に来る習慣、自宅で学習する習慣が身についた。 

・受験に向けた勉強ができたし、自分に合わせたプリントをどんどんもらえた。 

・中学で習ったところも復習できたし、より深い内容も学べた。人数が少ないので集中しやすかった。 

・宿題や、模試があり勉強しないといけない状況をつくってもらったので良かった。 

 

[マイスペ+] 

・昨年よりも自分の意見をはっきり言えるようになり、学校生活が 

さらに楽しくなった。 

・お昼休み、一緒にご飯を食べる友達ができた。 

・自分から誰かに話しかけるのが苦手だった僕が、少しずつ話せる人が 

でき嬉しかった。 
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日 曜 行 事 予 定 な ど  

                   7  月  

7/21 木 
6/27 以降返却の「再提出評価レポート（再提出印あり）」提出締切日（17時学校必着） 

PC ルーム開放（15:00-17:00） 

7/22 金 
一次「調査書」発行開始、グローバルクラス天王寺ねり歩き、 

特別活動：街美化（15：00-16：00） 

7/26 火 
〔前期学習状況報告〕〔単位認定テスト受験資格確認表〕〔筆記式テストの範囲・時間割〕

〔レポート解答例集〕等発送（予定）、自習室開放（10：00-17：00） 

7/27 水 ｢課題式テスト｣発送（予定）、自習室開放（13：00-17：00） 

7/28 木 自習室開放（10：00-17：00） 

7/29 金 自習室開放（10：00-17：00） 

 8  月  

8/1 月 夏期講習、自習室開放（10：00-17：00） 

2 火 夏期講習 

3 水 夏期講習 

4 木 夏期講習 

5 金 模擬試験、自習室開放（10：00-17：00） 

6～16                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

17 水 夏期 Y-Learning 学習会（13：00-15：00） 

19 金 特別活動：街美化（15：00-16：00） 

20 土  

21 日  

22 月 〔学校通信〕発送（予定） 

24 水 
｢筆記式テスト｣開始(～8/29) 

高認ガイダンス（12：25-12：50） 
25 木 ｢筆記式テスト｣ 

26 金 ｢筆記式テスト｣                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

27 土  

28 日  

29 月 
｢筆記式テスト｣、｢課題式テスト｣提出締切日（学校窓口 17 時、当日郵便消印有効）、 

特別活動：進路ガイダンス（16:00-16:30）、 PC ルーム開放（13:00-17:00） 

30 火 ｢筆記式テスト｣の追テスト 

31 水 夏期 Y-Learning 学習会（15：00-17：00）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 9  月  

 9/1 木 集中講座「体育ｃ5」（～9/8）「社会と情報 a4」（～9/6） 
9/2 金 

 

｢筆記式テスト結果｣、｢筆記式テストの再テスト案内｣発送（予定） 

9/3 土  

9/4 日  

9/5 月 学校外の学修の単位認定申請締切日 学校紹介就職 応募開始 

9/9 金 ｢筆記式テスト｣の再テスト日（「再テスト課題」提出締切日 17 時学校必着） 

9/14 水 夏期 Y-Learning 学習会（14：00-16：00） 
9/16 金 学校紹介就職 選考開始日 
9/20 火 〔学校通信〕発送（予定） 

9/21 水 特別活動：「ホームルーム」、後期開講講座説明会、センター入試出願説明会、 

9/23 金 16 年度前期卒業式（16 年度前期卒業生・保護者対象）特別活動：街美化（15：00-16：00） 

9/26 月 特別活動：「後期講座登録」開始～9/30（日付は年次別に指定） 

9/30 金 指定校推薦入試申込一次締切日 

10/3 月 「調査書」発行開始 

学校休業日（8/6～8/16） 

スケジュール（7/21～10/3） 
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■【「前期学習状況報告」】 ７月２６日（火）発送  

同封物：「単位認定テスト受験資格確認表」（個人別）〕 

・単位認定テストの実施方法および、｢筆記式テスト｣ 

・出題範囲等一覧と日程・時間割 

・レポート解答・記述例集 

・特別活動参加時間数（個人別） 

 

■各講座のテスト受験資格の有無、テスト実施方法・出題範囲を確認し、レポート解答例で復習し、 

しっかり単位認定テストに備えましょう。 

 

【単位認定テスト｢筆記式テスト｣】 ８月２４日(水)、２５日(木)、２６日(金)、２９日(月) 

■今からスケジュールを調整しておいてください。 

■｢筆記式テスト｣は、スクーリングの曜日・時限とは異なる曜日・時限で実施します。 

 

●「筆記式テスト」は、個人別の「単位認定テスト受験資格確認票」に記載されている、 

  日付・時限・教室で受験してください。（7/26（火）に送付予定） 

（座席は指定です。座席表は当日教室に掲示します） 

●持ち物（必要！）：「生徒証」「筆記用具」「受験資格確認表」 

 ＊その他テスト受験に必要なものは、講座別に指定されています。 

「筆記式テスト出題範囲等一覧」（P8～9）で確認してください。 

＊「生徒証」がない人は、至急再発行の手続きをしてください。 

 

※「英語会話」の｢筆記式テスト｣を受験する人は、「受験資格確認表」に表示されている時限と違いますので、 

｢受験資格確認表｣の注意書きで確認してください。 

 

＜「受験資格確認表」に記載の日時に受験できない場合＞ 

・指定の日時に｢筆記式テスト｣を受けることができない場合は、届け出により「追テスト」を 

受験できます。 

・追テストは、該当講座のテスト実施時間以降、テスト期間中の別時限で受験できます。 

・上記テスト期間中に受験できない場合は、8月 30 日（火）に受験できます。 

・届け出に際しては、事情・理由は問いません。（病院の診断書などは不要です） 

 

＜遅刻や欠席などで受験できなかった場合＞ 

・遅刻や欠席などで受験できなかった場合は、申し込みをして「追テスト」を受験してください。 

・追テストは、該当講座のテスト実施時間以降、テスト期間中の別時限で受験できます。 

 

 

重要！！ 

教務からのお知らせ 
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＜「筆記式テスト」が不合格になった場合＞ 

・「筆記式テスト」が不合格となった講座は、「再テスト」[ 9 月 9 日（金）に実施]を受験 

（講座によっては代わりに再テスト課題提出）してください。 

・「再テスト受験」または「再テスト課題提出」については、再テスト・再テスト課題料が 

1 講座につき 1,000 円必要です。 

・詳細は、｢筆記式テスト｣結果の送付の際（9/2）に該当者にお知らせします。 

・いったん納入された再テスト・再テスト課題料は、理由に関わらず返金できません 

ので、あらかじめご了承ください。 

 

＜台風による休校の場合＞ 

・台風による警報発令などのために休校になる場合の決まりは、『2016 年度版 学務の手引き』（P.37） 

 に載っています。 

・今回のテスト期間中に休校となった場合、その日のテストを 8月 30 日（月）に、同じ時限で実施 

します。その場合、同日予定の追テストは、8月 31 日（火）に変更になります。 

 

【単位認定テスト「課題式テスト」】 

■｢課題式テスト｣実施講座で、履修認定されていた人には「課題式テスト」を 7月 27 日（水）に 

学校より送付予定です。 

■もし 8月 1日（月）までに「課題式テスト」が届かない場合は、学校に連絡してください。 

 

 

｢課題式テスト｣の提出期限：８月２９日（月）１７時 

（郵送の場合は、8/29 郵便消印有効） 

 

 

■｢課題式テスト｣には、追テスト、再テストはありませんので、しっかり取り組み、締切日までに 

提出しましょう。 

（締切日までに提出しなければ単位の修得はできません） 

 

【単位認定テスト「実技式テスト」】 

■｢実技式テスト｣は、スクーリング期間中にすでに実施終了しています。 
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2016 年度前期 単位認定テスト実施方法、および「筆記式テスト」出題範囲等一覧 
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【夏期休暇】7 月 12 日（火）～8月 23日（火）  
 

■特別な用事で学校に来る場合はあらかじめ電話などで連絡し、日時の予約をしてください。 

■完全閉館：8月 6日（土）～16日（火） 

※電話連絡ができず、学校に入ることもできませんのでご注意ください。 

■サークル活動：事前に顧問と相談してください。 

 

【高認や学校外の学修による単位認定】 前期の申請締切日 9月 5日（月）  

■高等学校卒業程度認定試験（高認）の合格科目や技能審査など学校外の学修の成果に対する 

単位認定を希望する人は、所定の用紙に記入し合格証明書などの写しを添えて、担任に提出して 

ください。 

■9 月 5 日（月）までに申請されたものを、前期取扱い分とします。期日を過ぎたものは後期の 

取扱いになります。 

■16 年度後期卒業予定者は、認定単位数が後期の講座登録に関わるため、必ず今期中に申請して 

ください。 

■審査会において、高認は既修得科目により、学修の成果は内容・実績により、審査のうえ単位認定 

されますが、認められない場合もあります。 

■認定料は 1単位につき 2,000 円で、認定された単位数に基づき、9月 8日（木）頃に請求書を送付 

いたしますので、9月 20 日（月）までに納入してください。 

 

【特別活動について】 

■卒業要件：30 時間以上の特別活動への参加が必要です。 

みなさんの特別活動の参加時間数については、｢学習状況報告｣送付時（7/26）に個人別にお知らせ 

しますのでご確認ください。 

■前期終了までに校内で実施する特別活動は、以下の 3つです。 

①8月 29日（月）：「進路ガイダンス」（卒業年次生対象） 

②9月 21 日（水）：「ホームルーム」 

③9月 26 日（月）～9月 30 日（金）：「後期講座登録」 

 （各 1時間の認定。時間等は 8月号の学校通信でお知らせします。） 

■街美化ボランティア（雨天決行） 

①8月19日（金） 15時から約1時間：「街美化ボランティア」 

②9月23日（金） 15時から約1時間：「街美化ボランティア」 

＊作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。 

その際、警察への届出用紙と学校の参加票の両方に記名してください。 

（特別活動1時間。遅刻･途中退出の場合は認定できません）  

 

■大学・短大・専門学校のオープンキャンパスに参加（P11 参照） 

 

■学校が指定する芸術鑑賞（映画鑑賞[映画館]、展覧会[美術館]、ビデオ鑑賞[自宅]）や博物館を 

見学し、申請書を提出して認められれば特別活動として認定されます。 

校外での芸術鑑賞等については、前期は、6月・7月・8月号の｢学校通信｣でご案内しています。 

内容を確認し、夏休み期間中にぜひ活用してください。（1回につき 2時間の認定） 

 

【忘れ物について】 

 

■前期末までに職員室に届けられ、保管されている忘れ物について、後期の講座登録期間中 

[9 月 26 日(月)～9月 30 日(金)]に講座登録の会場に展示します。 

心当たりの方はご確認のうえ、自分のものがあれば持って帰ってください。 

■引き取りがない場合、保管している忘れ物は、10 月末をもって処分しますので、ご了承 

ください。 
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 進学について 

 

 

 

本校では、皆さんの進路を支援するために進路相談や情報掲示などを行っています。 

 

【３階『進路コーナー』を活用しよう】 

■ 進路（進学・就職）に関する情報は３階『進路コーナー』に掲示しています。また『進路コーナー』 

に置いている情報誌や案内書などは自由に持ち帰ることができますので、活用してください。 

 

【進路相談について】 
■本校では、進路相談については、年間を通じてホームルーム担任と随時（ずいじ）行っています。 

希望される生徒の皆さん、保護者の皆さまは面談日時をホームルーム担任と調整してください。 

 

【『オープンキャンパス』に参加しよう】  

■大学・短大・専門学校の『オープンキャンパス（学校見学会）』が行われています。進学希望者は、 

積極的に参加し、自分の目で各学校の特色を確認しましょう。 

■『オープンキャンパス』に参加すると特別活動 2時間（上限は 10 時間）が認定されます。 

1 階受付で『参加報告書』を受け取り、必要事項を記入して提出してください。 

その際、当日配布されたプリントや担当者の名刺など、参加の証明になるものを貼ってください。 

 

≪卒業年次生の皆さんへ≫ 

 

 
 

 

【ＡＯ入試について】 

■ＡＯ入試の出願が８月から始まります。応募する人は、各大学・短大・専門学校の事前の 

エントリーをへて出願することになります。ＡＯ入試を受験する人は事前に担任に申し出て、 

アドバイスを受けることをすすめます。 

■ＡＯ入試のエントリーは自由ですが、出願の際に専願を求めるところが多いので、注意が必要です。 

 

【指定校推薦入試について】（『それぞれの未来へ』P.7 参照） 
■指定校推薦とは、大学が特に高等学校を指定し、推薦枠を設けて優先的に実施する試験です。 

合格した場合、絶対に入学を辞退することはできません。また、出願許可後に申込みを取り 

消した場合、公募推薦を含む以降の推薦入試の出願を認めません。 

■申込要件 

①各大学・短大・専門学校が指定する学業成績等の基準を満たすこと。 

②卒業年度前期終了時点で 60 単位以上修得していること。 

（高認など学外での学修による単位認定見込みも含みます。） 

③『校内生活上の決まり』についての『注意』を 2回以上受けていないこと。 

④合格した場合、入学を確約できること。 

■指定校推薦出願までの流れ 

    指定校推薦の申込み（1人 1校） ⇒ 保護者同伴面談 ⇒ 校内選考 ⇒ 出願 

■申込締切 

◎一次締切：9月 30 日（金） ≪出願締切が 10月 14 日（金）以前の場合はその２週間前≫ 

◎二次締切：一次締切で定員に達しなかった場合は出願締切２週間前の 17時。 

◎上記締切日の時点で定員に満たない場合は以降も申込可。 

■『指定校推薦申込書』は『学校通信８月号』に同封します。 

 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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≪New≫【大学入試センター試験について】（『それぞれの未来へ』P.6 参照） 

■センター試験は、国公立大学の一次試験であるとともに、多くの私立大学が利用する試験です。 

試験日は 2017 年の 1月 14 日（土）、15日（日）。積極的に受験してください。 

■『受験案内（志願票）』：9月上旬よりで配布。必要な生徒は 1階職員室カウンターで 

手続きをして受け取ってください。 

■高校への『志願票』の提出締切：10 月 3 日（月） 

現役生の場合、出願は高校で取りまとめて行うことになっています。個人では出願できません。 

提出期限までに検定料を指定の金融機関の受付窓口（ＡＴＭは利用しないこと）で納入し、『志願票』 

に必要事項を記入した上で『検定料受付証明書』は所定の位置に貼り、１階職員室カウンターまで 

提出してください。 

なお、提出の際、簡単な手続きをし、必ず『本人控』を受け取って保管しておいてください。 

■センター試験出願についての説明会を、「進路ガイダンス」として実施します。 

 センター試験受験を予定している人は必ず参加してください。 

◎日時 ：8月 29 日（月）16 時～16 時 30 分 

 

≪New≫【指定校推薦依頼校追加一覧（中間報告）】≪7月 6日（水）までの学校到着分≫ 

■今年度の指定校推薦依頼校をお知らせします。各専攻・コース、推薦基準、募集人数、出願期間 

などの詳細は、１階受付で確認してください。追加分は随時『学校通信』でお知らせします。 

◇大学 

大阪学院大学 商学部、経営学部、国際学部、法学部 

大阪経済法科大学 経済学部、法学部、国際学部 

大手前大学 総合文化学部、メディア・芸術学部、現代社会学部 

関西国際大学 教育学部、人間科学部 

関西福祉科学大学 社会福祉学部、健康福祉学部、心理科学部、教育学部 

京都光華女子大学 ｷｬﾘｱ形成学部、健康科学部 

甲南大学 文学部 

神戸学院大学 人文学部 

神戸芸術工科大学 芸術工学部 

西南学院大学 神学部 

太成学院大学（A 日程） 人間学部 

同朋大学 文学部、社会福祉学部 

名古屋音楽大学 音楽学部 

日本福祉大学 社会福祉学部 

日本福祉大学 社会福祉学部、経済学部、健康科学部、国際福祉開発学部 

羽衣国際大学 現代社会学部、人間生活学部 

東大阪大学 こども学部 

姫路獨協大学 人間社会学群 

兵庫大学 生涯福祉学部、現代ﾋﾞｼﾞﾈｽ学部 

ﾌﾟｰﾙ学院大学 教育学部 

北陸学院大学 人間総合学部 

山梨学院大学 現代ﾋﾞｼﾞﾈｽ学部 
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◇短期大学 

池坊短期大学 文化芸術学科、環境文化学科、幼児保育学科 

大阪学院大学短期大学部 経営実務科（女子） 

大阪健康福祉短期大学 介護福祉学科、子ども福祉学科 

大阪千代田短期大学 幼児教育科 

関西外国語大学短期大学部 英米語学科 

京都経済短期大学 経営情報学科 

京都光華女子大学短期大学部 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

産業技術短期大学 機械工学科、電気電子工学科、情報処理工学科、ものづくり創造工学科 

夙川学院短期大学 児童教育学科 

拓殖大学北海道短期大学部 農学ビジネス科、保育科 

東大阪大学短期大学部 実践食物学科、実践保育学科 

ﾌﾟｰﾙ学院大学短期大学部 秘書科、幼児教育保育学科 

北陸学院大学短期大学部 食物栄養学科、ｺﾐｭﾆﾃｨ学科 

◇専門学校 

ＳＰＣ学園アーデントビューティーカレッジ   

大阪ｱﾆﾒｰｼｮﾝｶﾚｯｼﾞ専門学校 総合学科、ｱﾆﾒｰｼｮﾝ学科、ﾏﾝｶﾞ・ｲﾗｽﾄ学科、声優学科 

大阪外語専門学校 
ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ・ｴｱﾗｲﾝ科、国際観光・ﾎﾃﾙ・ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ科、総合英語科、英語通

訳・翻訳科、ｱｼﾞｱ言語ﾋﾞｼﾞﾈｽ科、国際留学科、ｴｱﾗｲﾝ・ﾎﾃﾙ・英語就職専科 

大阪教育福祉専門学校 幼児教育科 

大阪建設専門学校（西沢学園） 建築学科、ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ科、ﾊﾞｲｵｴｺﾛｼﾞ科 

大阪国際福祉専門学校 介護福祉科、心理・医療事務科 

大阪ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校（西沢学園） ＩＴ・クラウド科、CG・ｹﾞｰﾑ科、ﾌｫﾄｸﾞﾗﾌｧ科、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｸﾘｴｰﾀ科、 

大阪自動車整備専門学校 自動車整備科 

大阪情報ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ専門学校 
総合情報ﾒﾃﾞｨｱ学科、情報ｼｽﾃﾑ開発学科、情報処理学科、IT ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科、総合情報ﾒ

ﾃﾞｨｱ学科、ﾒﾃﾞｨｱｸﾘｴｲﾄ学科、ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、ｹﾞｰﾑ学科 

大阪情報専門学校 大学併修学科、医療情報学科、ｿﾌﾄｳｴｱ開発学科、ﾊﾟｿｺﾝ応用学科 

大阪動植物海洋専門学校 動物飼育看護学科、ﾍﾟｯﾄﾗｲﾌ学科、水生生物学科 

大阪ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ専門学校 ﾊﾞｲｵ学科、ﾊﾞｲｵ技術学科、医療事務総合学科、医療福祉心理学科 

大阪ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校 ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ学科 

大阪文化服装学院 ﾌｧｯｼｮﾝ・ｸﾘｴｲﾀｰ学科 

大阪行岡医療専門学校 整復科 

大原学園 大原学園関西圏入学希望校の全設置ｺｰｽ 

関西学研医療福祉学院 介護福祉学科 

関西経理専門学校 経営学科、経理専門学科、経理実務学科 

関西健康・製菓専門学校 健康学科、製菓専門学科、製菓学科 

関西社会福祉専門学校 介護福祉科 

関西総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 作業療法学科、言語聴覚学科 

関西テレビ電気専門学校（西沢学園） 放送電子科、電気テレビ科 

関西保育福祉専門学校 保育科 

関西総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 介護福祉科 

ｷｬｯﾄﾐｭｰｼﾞｯｸｶﾚｯｼﾞ専門学校 総合学科、ﾐｭｰｼﾞｼｬﾝ学科、音楽技術学科、楽器ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科、ﾀﾞﾝｽ学科 

京都医療福祉専門学校 心理ﾒﾃﾞｨｶﾙ科、福祉ﾒﾃﾞｨｶﾙ科（2 年制） 

京都ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学院 

芸術情報学科、ｱｰﾄ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、経営情報学科、ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎科、情報科学

科、ﾒﾃﾞｨｱ情報学科、ﾈｯﾄﾜｰｸ学科、情報処理科、ｹﾞｰﾑ学科、ｹﾞｰﾑ開発学科、

ｹﾞｰﾑ開発基礎科、情報工学科、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学科、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学基礎科、自動

車制御学科、情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科 
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就 職 に つ い て 

京都自動車専門学校 自動車整備工学科 

京都伝統工芸大学校 伝統工芸学科 

近畿ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ電子専門学校 全学科 

小出美容専門学校 美容科 

神戸電子専門学校 

ITｴｷｽﾊﾟｰﾄ学科、ITｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ学科、情報処理学科、情報工学科、情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ

学科、ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄｿﾌﾄ学科、ｹﾞｰﾑｿﾌﾄ学科、3DCG ｱﾆﾒｰｼｮﾝ学科、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱﾆ

ﾒ学科、ｻｳﾝﾄﾞｸﾘｴｲﾄ学科、ｻｳﾝﾄﾞﾃｸﾆｯｸ学科、声優ﾀﾚﾝﾄ学科、ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

学科、ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、建築ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

修成建設専門学校 

建築学科、建築 CG ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、住環境ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ学科、土

木工学科、建設ｴﾝｼﾞﾆｱ学科、ｶﾞｰﾃﾞﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、建築学科、建築ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃ

ﾑ科、 

清風情報工科学院 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ総合学科 

駿台観光＆外語専門学校 
エアライン学科・ホテルブライダル学科・ホテルブライダル学科（午前部）・トラベ

ル鉄道学科・韓国語学科・英語ビジネス学科・中国語学科 

東京ｴｱﾄﾗﾍﾞﾙ・ﾎﾃﾙ専門学校（総合学院ﾃｸﾉ

ｽｶﾚｯｼﾞ） 
ｴｱﾗｲﾝ学科、英語ｷｬﾘｱ科、ﾎﾃﾙ科、ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ科、観光旅行科、鉄道交通科、 

東京工学院専門学校（総合学院ﾃｸﾉｽｶﾚｯ

ｼﾞ） 

ｺﾝｻｰﾄ・ｲﾍﾞﾝﾄ科、音響芸術科、ﾐｭｰｼﾞｯｸ科、放送芸術科、演劇・声優科、ｹﾞｰﾑ

ｸﾘｴｰﾀｰ科、CG ｸﾘｴｰﾀｰ科、Web ｸﾘｴｰﾀｰ科、ﾏﾝｶﾞ科、ｱﾆﾒｰｼｮﾝ科、ｸﾞﾗﾌｨｯｸ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ科、ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ科、幼児教育学科、こども学科、教育専攻科、公務員

科、建築学科、ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科、情報ｼｽﾃﾑ科、情報処理科、電気電子学科、

電気主任技術者専攻科、航空学科、法律情報科、経営情報科、ﾒﾃﾞｨｱ文学

科、大学併修学科 

東京 YMCA 社会体育・保育専門学校   

日本医療秘書専門学校 医療情報学科、医療事務学科 

日本ﾒﾃﾞｨｶﾙ福祉専門学校 臨床工学科、こども福祉学科 

ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ ﾂｰﾘｽﾞﾑ専門学校大阪 

ﾎﾃﾙ科、旅行科、鉄道ｻｰﾋﾞｽ科、ｴｱﾗｲﾝ科、ｴｱﾎﾟｰﾄ科、ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ科、英語ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝ科、ﾎﾃﾙ科、旅行科、鉄道ｻｰﾋﾞｽ科、ｴｱﾗｲﾝ科、ｴｱﾎﾟｰﾄ科、ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ

科、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科 

ﾏﾛﾆｴﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ専門学校 ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学科、ﾌｧｯｼｮﾝﾏｽﾀｰ学科 

箕面学園福祉保育専門学校 作業療法学科、保育科、介護福祉科 

ﾒﾃﾞｨｶﾙｴｽﾃ専門学校（西沢学園） ﾒﾃﾞｨｶﾙｴｽﾃ学科（昼間部 2 年制） 

ﾕｰﾋﾞｯｸ情報専門学校 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ制御ｼｽﾃﾑ学科、医療情報ｼｽﾃﾑ学科、情報学科、電気工学学科 

読売理工医療専門学校 
放送映像学科、TV ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ学科、建築学科、電気電子科、Web 情報学科、臨

床工学科、介護福祉学科 

ﾙ･ﾄｰｱ東亜美容専門学校 美容学科 

 

 

 

 

 

【学校紹介で就職する場合】 

■求人票の閲覧（えつらん）が 7月 1日（金）から始まっています。1 階職員室カウンターで申し出て 

ください。なお、来校する時は必ず事前に連絡をとるようにしてください。特に夏期休館期間に注意 

してください。 

■応募開始日：9月 5日（月） ※同じ時に 2社以上応募することはできません。 

■応募するための手順： 

①調査書を申し込む（最低１週間前）→②履歴書を本人が作成→③応募書類を学校から発送 

■選考開始日：大阪府では 9月 16 日（金）  

※ほとんどの企業で面接を重視しています。 

面接練習を希望する人は、担任もしくは進路担当者まで申し出てください。 

内定すると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。 

最初の選考で内定が得られなくても、あきらめずに何度も応募する姿勢が大切です。 

 



 

 15 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【「わいわいカフェ」の実施について】 

  わいわいカフェでは、飲み物とお菓子を用意して、生徒のみなさんの利用をお待ちしています。 

誰かと話したい時、ひとりでゆっくりしたい時、気軽にのぞきに来てください。 

  

～８月の実施予定～ 

  日 時…８月２６日（金） 時間…12時３０分～15時 

  ※日程は変更になることがあります。校内の掲示物を確認してください。 

  ※場所は、当日１階ロビーに案内します。 

 

 

夏期休暇中の注意  

 前期スクーリングが終了し夏期休暇を迎え、外出の機会が増えると思いますが、予期せぬ事件、 

事故に巻き込まれぬよう、十分に注意しましょう。特に、街頭
がいとう

などで個人情報を聞かれても、絶対に 

教えないようにしましょう。そのような場面に遭遇
そうぐう

したときは次のように対処してください。 

 

1．声をかけられても相手にしない・無視する 

2．しつこくされる場合は、近くの店に駆
か

け込
こ

む 

3．店までついてくる場合は、店から警察に電話をする 

4．なるべく複数人で行動する 

 

 

＊＊本校生以外の方（友人含む）を学校に連れてこないようにしましょう＊＊ 

ＹＭＣＡ学院高校生以外の方は、友人であったとしても無許可で校内に入られると不法侵入になります。 

 友人を連れてきたい場合は担任に相談してください。 

 

 自転車の駐輪について  

 自転車通学を希望する人は学校の許可を受け、自転車に許可証を貼って、駐輪場を使用して 

ください。学校周辺や学校玄関前に駐輪した場合は、許可証を貼った自転車であっても大阪市建設局の 

撤去対象です。また、許可証を貼っていない自転車や、午後 5時以降の駐輪も撤去の対象です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒支援からのお知らせ 

＜生徒支援からのお願い＞ 
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◆保健室からのお知らせ 

＊食中毒に気をつけましょう！ 

食中毒は、食べ物が傷みやすい夏に多く、6月～9月くらいまでは注意が必要です。また、旅館や 

学校などの集団生活の場ではなく家庭で起こった場合には、食中毒だと気がつかないことも多いよう 

です。単なる不調や腹痛と自己判断せず、医療機関を受診しましょう。 

＜食中毒の予防＞ 

1.細菌による汚染を防ぐ･･･調理器具（食器、布巾、まな板、包丁など）を清潔にする。 

2.細菌の増殖を防ぐ･･･食材や作った料理は、冷蔵庫に入れていても早めに食べる。 

3.加熱処理する 

小さい子どもがいる家庭では、特に二次感染にも注意が必要です。手洗いは、食中毒のほか、 

感染症予防にも有効ですので、食事の前には 20 秒以上かけてしっかりと行ってください。 

＜対処法＞ 

・病院に行くべき症状 

下痢のほかに嘔吐や発熱、激しい腹痛を伴うときは、重症のケースも考えられます。一刻も早く病院に 

行きましょう。 

・セルフケアできる症状 

食べ過ぎや、脂っこい食事をとった為など、原因がわかっている場合は自分でケアしてみましょう。 

通常は水分を十分にとって安静にしていれば、1～2日で回復します。 

 

◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

≪カウンセリング≫ 

単位認定テスト（筆記式）期間中の８月２４日（水）、２６日（金）、２９日（月）に開室します。 

 

＊開室時間と担当者 

 月曜日：川口彰範さん １３時３０分～１６時３０分 

 水曜日：西村博子さん １３時３０分～１６時３０分 

 金曜日：道嶋公子さん １３時３０分～１６時３０分 

 

※保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は担当（川口、後藤）までご連絡ください。 
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夏、だからこそ、学ぼう！！ 

【Y-Learning 学習会のお知らせ】（Y-Learning は、学籍番号 16 と 15 で始まる生徒が使用可能） 

Y-Learning 学習会を下記の日程・時間で行います。PC が自宅にない人、なかなか学習する機会が 

ない人、学習会で落ち着いて学習しましょう。 

 

【2016 年夏期 Y-Learning 学習会】 

夏、だからこそ、学ぼう！！Ｙ-Learning。学習会の日程を連絡しましたが、ＰＣがなくても、 

スマートフォンでも学習できます。基礎から応用へ、力をつけるためには、Y-Learning の学習は 

とても有効です。 

   まずは、あなたが比較的得意な科目の「ドリル」から取り組みましょう。 

  日程と場所は下記の通りです。 

 

日程: 8 月 17 日（水）13時～15 時 

8 月 31 日（水）15 時～17 時 

9 月 14 日（水）14 時～16 時 

場所：３階ＰＣルーム  ※情報系列の課題式テストの学習はこの時間は出来ません。 

 

 

 

学校で自習室が使える日程と場所は下記の通りです。この日程以外は、自習室の開放はありません。 

  

日程:7 月 26 日（火）・28日（木）・29 日（金） 10 時～17 時（場所：202 教室） 

    7 月 27 日（水）             13 時～17 時（場所：202 教室） 

      8 月１日（月）・5日（金）               10 時～17 時（場所：２階ライブラリー） 

   

 

※場所は当日変更する場合があります。入口の掲示を確認してください。 

  ８月２４日から始まる前期単位認定テスト期間中は、自習室を開放します。場所は当日、 

１階エントランスに掲示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【7 月・8月の自習室開放について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習支援からのお知らせ 



 

 18 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【夏期学校休業日に伴う事務取扱いについて】 

 

 ■夏期休暇中の学校休業日（8月 6日(土)～16 日(火)まで）については、事務取扱いがありません。 

通学割引証や遠隔地への旅行などに必要な学割申請などについては、8月 3日(水)までに申請のあった分

については 8月 5日(金)に発行することができます。 

即日発行はできませんのであらかじめ申し込んでください。 

 

【各種奨学金、給付金について】 

 

現在募集中の各奨学金について下記の表に記載しています。申込希望の場合は事務室へお申し出 

ください。それぞれ締切日が異なりますのでご注意ください。 

（注意事項） 

※各奨学金・給付金によって申し込みの条件が違います。募集要項や申請書をご確認のうえ申し込んで 

ください。 

※所得の制限や成績を問うものについては特によく確認してお申し込みください。予算枠や申請条件が 

ある奨学金等については、申請しても採用にならない場合もあります。ご了承ください。 

 

 名 称・内 容・金 額 申込書学校提出締切日 

 

貸 

 

与 

日本学生支援機構 

・平成 29 年度大学等入学者 奨学生予約採用 

（対象）来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（貸与月額）下記表参照 

区分 

第一種奨学金(無利子貸与) 
第二種奨学金 

(有利子貸与) 
大学 短大・専修学校 

自宅 自宅外 自宅 自宅外 

国公立 45,000円 51,000円 45,000円 51,000円 
30,000円・50,000円・ 

80,000円・100,000円・

120,000円から選択 

私 立 54,000円 64,000円 53,000円 60,000円 

上記貸与月額又は貸与月額30,000円のどちらかを選択 

入学時特別増額貸与奨学金（初回基本月額に有利子奨学金を増額して貸与する 

制度）も同時に申し込みが可能です。金額は10万円・

20万円・30万円・40万円・50万円から選択。 

 

 

第２回申込期限 

（第二種のみ） 

１１月１１日（金） 

〔候補者内定 

2月下旬予定〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集終了 

事務室からのお知らせ 
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【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

 

■2016 年度高等学校等就学支援金については、第 2期以降分（7月から翌年６月まで）の加算申請 

期限が終了しましたので「支援金」が認定されました。 

今回（第 2期以降分）の加算申請がない場合は、第 1期（4～6月分）のみの加算額「支援金」が 

認定されています。 

■申請をされた方の前期学費のご案内は、認定された「支援金」を授業料から差し引いて、先日 

送付したところですのでご確認ください。 

■年度の途中で婚姻またはその解消により、保護者に変更があった場合は、新たに申請書の提出が 

必要です。加算申請については、毎月初日の保護者の市町村民税の所得割額が基準となりますので、 

支給対象となる場合は手続きを行ってください。支援金の加算は、原則として、申請された翌月から 

対象となります。 

■前期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

【前期学費の納入について】 

 

■就学支援金の加算申請が認定された生徒の学費について、先日ご案内をしたところです。 

納入期限日は 7 月 29 日（金）としていますので確認のうえ納入手続きをしてください。 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。あわせて郵便物が転送されるように郵便局に転居届を 

出してください。 

■新住所で生徒証を再発行します。現生徒証を変更届といっしょに提出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出ください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室や『学務の手引き 2016 年度版』の巻末にもあります。コピーして使用して 

ください。 
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「…あなたの天
てん

を、あなたの指
ゆび

の業
わざ

を 

          わたしは仰
あお

ぎます 

       月
つき

も、星
ほし

も、あなたが配置
は い ち

なさったもの。」 

 

（詩編
し へ ん

８編
へん

4節
せつ

)  

 

 

梅雨
つ ゆ

を終
お

え、夏
なつ

を迎
むか

えると、屋外
おくがい

での活動
かつどう

が盛
さか

んになります。都会
と か い

ではなかなか 

見
み

られませんが、田舎
い な か

では満天
まんてん

の星空
ほしぞら

とホタルの舞
まい

に心
こころ

が躍
おど

るような気持
き も

ちにさせられ

ます。自然
し ぜ ん

の偉大
い だ い

さを感
かん

じるときです。 

  聖書
せいしょ

では、この自然
し ぜ ん

も《神
かみ

の指
ゆび

の業
わざ

で造
つく

られた》と教
おし

えています。それは、言葉
こ と ば

を 

換
か

えれば、人間
にんげん

の指
ゆび

では自然
し ぜ ん

を造
つく

ることができない、自然
し ぜ ん

を支配
し は い

することはできない、

という意味
い み

です。けれども人間
にんげん

は、自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

優秀
ゆうしゅう

な生
い

き物
もの

として、原子力
げんしりょく

開発
かいはつ

を 

含
ふく

め動物
どうぶつ

も植物
しょくぶつ

も山
やま

も海
うみ

もこの自然界
しぜんかい

の全
すべ

てを支配
し は い

することができるように振
ふ

る舞
ま

い 

ます。人間
にんげん

の高慢
こうまん

は、後
のち

に打
う

ち砕
くだ

かれます。 

  実話
じ つ わ

を映画化
え い が か

した「奇跡
き せ き

のリンゴ」を観
み

ました。1970年代
ねんだい

の日本
に ほ ん

の高度
こ う ど

経済
けいざい

成長期
せいちょうき

に

化学
か が く

肥料
ひりょう

や農薬
のうやく

を使用
し よ う

することによってリンゴの収穫
しゅうかく

を増
ふ

やそうとしたある農家
の う か

の人
ひと

が、妻
つま

の農薬
のうやく

被害
ひ が い

(病気
びょうき

)からやがて無農薬
むのうやく

のリンゴ栽培
さいばい

を始めた話
はな

です。失敗
しっぱい

の連続
れんぞく

で 

自殺
じ さ つ

寸前
すんぜん

まで追
お

い詰
つ

められますが、山中
さんちゅう

の自然
し ぜ ん

の中
なか

に育
そだ

ったくるみの樹
き

にたくさんの 

実
み

がなっていることを発見
はっけん

し、自然界
しぜんかい

のリサイクルの中
なか

で植物
しょくぶつ

が生長
せいちょう

することを 

再認識
さいにんしき

するのです。人間
にんげん

の知力
ちりょく

、能力
のうりょく

を持
も

っても自然
し ぜ ん

の力
ちから

には勝
か

てないのです。 

  リンゴの木
き

も神
かみ

さまの指
ゆび

の業
わざ

の一
ひと

つです。リンゴの木
き

も人間
にんげん

が支配
し は い

するのではなく、

自然
し ぜ ん

の状態
じょうたい

を第一
だいいち

として関
かか

わっていく中
なか

に人間
にんげん

への恵
めぐ

みが与
あた

えられるのです。自然
し ぜ ん

との

共生
きょうせい

共存
きょうぞん

には、人間
にんげん

の謙虚
けんきょ

さと自然
し ぜ ん

への畏怖
い ふ

が求
もと

められています。自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を守
まも

る 

ためにも。 

（日本
に ほ ん

キリスト教 団
きょうだん

大 正
たいしょう

めぐみ教 会
きょうかい

  上地
う え ち

 武
たけし

 牧師
ぼ く し

より） 

南
みなみ

ＹＭＣＡ「キリスト 教
きょう

委員会
いいんかい

」2016-7 

 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く

 

 

  


